
対話型ワークショップ（ＷＳ）開催

申 込先 ：信州大学ＵＲＡ室 申込フォーム http://goo.gl/jyPkYA

申込期限：平成25年10月7日(月) 正午

※申込時にご記入いただいた個人情報は、国立大学法人信州大学の個人情報の取扱いに関する基本方針を遵守の上、当ワークショップの登録
情報として利用し、他の用途には使用いたしません。当ワークショップにおいて写真、ビデオ撮影を行います。本写真はHPに公開させて頂く
場合がございます。ビデオは記録用とし、本事業目的以外に使用することはございません。

日 時：2013年10月10日（木） 10:00～17:00（9：30受付開始）

場 所： まつもと市民芸術館 オープンスタジオ

対 象： 地域の方、企業の方、行政の方、大学教職員・学生の方
誰でも参加可！

参加無料！

信州・世界の未来を考え行動したい！ 産学連携、異分野・文理融合の萌芽研究のヒントを得たい！ 対話による新しいマーケティング・ツールを体験したい！

①将来ビジョンの導出WS

②コンセプトWS

③コンセプト実現の導出WS

④イノベーション・プロポーザル導出WS！

※専用フォーム以外でお申込みをされる方は、参加者氏名、性別、年齢、所属、専門性(得意分野)、連絡先（Email又はTEL）、マイクロバス
ご利用の有無（有りの場合は松本キャンパス発着か長野工学部キャンパス発着をご指定ください。）をお書き添えの上お申込みください。

主催：信州大学 産学官連絡推進本部URA室 協力：特定非営利活動法人SCOP、長野県デザイン振興協会

お問合せ： 0263-37-3530  Fax:0263-37-3425   info_ura@shinshu-u.ac.jp

いいね！

こうしたら？

これならいける！

イノベーション
プロポーザル

？

http://goo.gl/jyPkYA


開始
時間

項 目

10:00 オープニング

10:55 休憩

11:05
ワークショップ
『信州×世界の未来をデザインする』 第1部

12:00 昼食

13:30
ワークショップ
『信州×世界の未来をデザインする』第1部続き

15:00 休憩

15:10 グループ発表とまとめ

16:30 次回ワークショップの紹介

17:00 解散

＜会 場＞
まつもと市民芸術館 オープンスタジオ
長野県松本市深志3-10-1
Webページ: http://www.mpac.jp/

電車：松本駅より徒歩10分
バス：市民芸術館で下車すぐ

※信州大学(松本、長野工学部キャンパス)よりマイクロバスを手配しております。
ご利用の際は、参加お申込みの際にご連絡ください。

集合場所 松本キャンパス 信州地域技術メディカル展開センター前駐車場
長野工学部キャンパス 図書館横

●お問合せ先

信州大学 産学官連携推進本部 URA室 （担当：鳥山・土井）

☞対話型ワークショップとは？ ＜ プログラム ＞

目 的

参加者同士の対話を通じて、新たなアイデアの創出や
課題解決を行うワークショップです。多様な参加者の知識
や視点を対話に取り込むことで知的資本を生み出します。

4人～8人程度のグループで、とにかくたくさんのアイデアを
創出します。BSではコメントや評価を一切廃し、アイデア創
出に注力します。また、他の人が出したアイデアから連想し、
個人の思考では想像しえないアイデアを集合知により創出
します。

甘いお菓子と香り高いコーヒーによるブレイクはいつの
時代も脳をリフレッシュし、リラックスさせてくれます。
より自然な状態でワークショップに挑んで頂けるよう、
無料のお菓子とお飲み物を用意しております。

☞質より量のブレーストーミング(ＢＳ)

☞脳を休めるお菓子andコーヒー

☞産学官連携人材によるファシリテーション

松本キャンパス
往路：松本キャンパス ９：００発 → まつもと市民芸術館 ９：３０着

復路：まつもと市民芸術館 １７：１５発 → 松本キャンパス着 １７：４５着

長野工学部キャンパス
往路：長野工学部キャンパス ８：００発 → まつもと市民芸術館 ９：３０着

復路：まつもと市民芸術館 １７：１５発 → 長野工学部キャンパス１８：４５着

ファシリテーターは適切なツール、発言のヒント、
参加者とのコミュニケションにより促進し、参加者が自由に
思考・発言しまとめるプロセスを助けます。本事業では、
ファシリテーターの育成も同時に行います。

信州大学では、イノベーションを創出するために、多様な参加者による対話型ワークショップ(対話型WS)を実施いたします。
長野県の豊かな自然を保ちつつ、安全・安心かつ便利な未来についてビジョンを明らかにし、20～30年後の『信州×世界
の未来』をデザインします。現在の人が有する潜在的なニーズ（あったらいいな）を掘り起し、それを実現するために必要な
課題と解決策を明らかにすることで、将来への糸口を掴みます。

0263-37-3530  Fax:0263-37-3425   info_ura@shinshu-u.ac.jp

＜マイクロバス時刻表＞


